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高
齢
者
で
地
域
活
性
化
を

　

戸
田
地
区
は
令
和
４
年
９
月
現

在
の
高
齢
化
比
率
（
65
才
以
上
）

が
56
.
4
％
と
な
り
ま
し
た
。
65

歳
以
上
の
人
口
が
多
い
戸
田
地
区

に
は
70
歳
以
上
の
元
気
な
方
々
が

数
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
若
者

が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
70
歳
以

上
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
共
に

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

戸
田
地
区
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
は
、
体
力
の
維
持
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
の
交
流
や
笑
顔
の
創

出
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
く
る
ら
の
家
」
と
い
う
毎
週
水

曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
人
気
が
あ

り
、
交
流
の
場
と
し
て
地
域
の
絆

を
深
め
て
く
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

「
70
歳
は
ま
だ
若
い
」
と
考
え
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

参
加
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
経
験
と
知
恵

は
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
で

す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
財

産
を
地
域
の
未
来
の
た
め
に
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
よ
り
戸
田
地
区
に
お
住
ま

い
の
皆
様
に
、
住
民
参
加
型
・
住

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
『
戸
田

に
住
み
続
け
隊
、
笑（
え
）〜
ら
』

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
体
の

不
自
由
な
方
や
困
り
事
の
有
る
方

を
手
助
け
す
る
為
に
地
域
住
民
の

皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
「
ち
ょ
っ

と
お
て
つ
だ
い
」
が
で
き
る
様
な
、

会
員
制
の
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

最
後
に
、
戸
田
地
区
の
連
合
自

治
会
長
と
し
て
、
私
た
ち
の
地
域

を
よ
り
良
い
場
所
に
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
力
を

合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
よ
り
元
気
で
輝
か
し
い

未
来
を
築
く
た
め
に
、
皆
様
と
共

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

指
導
員
だ
よ
り

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　

   

ス
タ
ー
ト
秒
読
み
！

　

今
年
の
10
月
よ
り
、
い
よ
い
よ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
特
に
対
応
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
は
、
①
年
間
売
上
が
１

千
万
円
に
満
た
な
い
免
税
事
業
者

で
、
か
つ
、
②
事
業
者
を
相
手

（
Ｂ
to
Ｂ
）
に
ご
商
売
を
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の

登
録
申
請
を
税
務
署
へ
出
し
て
も
、

イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
が
届
く
ま
で
に

そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
よ
う

で
す
の
で
、
早
め
の
ご
対
応
を
お

す
す
め
し
ま
す
。　
　

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
詳
し
い
内

容
や
、
登
録
す
る
方
が
い
い
の
か

の
判
断
、
登
録
し
た
後
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
と
い
う
ご
相
談
は

商
工
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
商
工
会
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

し
ま
す
。
９
月
８
日
19
時
〜
と
、

９
月
15
日
14
時
半
〜
商
工
会
に
て

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

は
ど
ち
ら
の
日
で
も
同
じ
な
の
で
、

ご
都
合
の
つ
く
回
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
セ
ミ
ナ
ー
の
お
申
し
込
み

も
商
工
会
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　

               

指
導
員
S
Ｎ

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

辻
建
設
（
浮
島
）

　

辻
宗
孝   

建
設
業

㈱
按
献
舎
（
戸
田
）

　

阿
部
雅
子　

療
術
業

一
華
（
原
北
）

　

栗
田
ひ
ろ
み　

飲
食
業

環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
原
新
田
）

　

丹
羽
智   

一
般
廃
棄
物
収
集

               

運
搬
業

井
上
貴
博
（
戸
田
） 

不
動
産
業

Ｍ─

ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
（
浮
島
）

　

内
藤
正
臣　

教
育
業

伊
山
豊
実
（
原
北
）  

建
設
業

小
林
優
寿
（
大
塚
今
沢
） 

                       

不
動
産
業

①
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

従
業
員
20
名
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業

の
場
合
は
５
名
以
下
）
の
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社

等
の
役
員
の
方
が
廃
業
や
退
職
後

の
生
活
資
金
、
事
業
再
建
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

②
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

掛
金
は
、
全
額
が
「
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
、
課

税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

③
受
取
時
も
税
制
メ
リ
ッ
ト

共
済
金
の
受
取
は
、
一
括
受
取
の

場
合
は
「
退
職
所
得
扱
い
」
、
分

割
で
受
け
取
る
場
合
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

掛
金
は
、
月
１
，
０
０
０
円
か
ら

７
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由

に
設
定
が
可
能
で
、
加
入
後
も
い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

共
済
金
は
、
退
職
・
廃
業
時
等
に

受
取
り
が
可
能
で
す
。
満
期
や
満

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
納
付
し
た
掛
金

の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸

付
け
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
も

し
も
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
り

ま
す
。

　

小
規
模
企
業
共
済
へ
の
加
入
・

共
済
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

や
、
そ
の
他
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
沼
津
市
商
工
会

（
原
支
所
ま
た
は
戸
田
支
所
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

原・浮島ふるさと夏まつり（8/6）原・浮島ふるさと夏まつり（8/5）
オープニングセレモニー　投げもち大会オープニングセレモニー　投げもち大会

戸田港まつり（7/22）戸田港まつり（7/22）
海上花火大会海上花火大会

   

戸
田
地
区
連
合
自
治
会長

島 

勝

会
長
　

第19回

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
と
は
？

掛
金
に
つ
い
て

共
済
金
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

８
月
5
日
、
第
46
回
原
・
浮
島

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
原
・
浮
島
の
自
治
会
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
商
工
会
に
よ
る

地
域
総
ぐ
る
み
の
夏
の
風
物
詩
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
令
和
２
年
・
３
年
が
中

止
と
な
り
、
令
和
４
年
も
時
間
を

短
縮
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
よ
う
や
く
１
日
を
通
し
て

の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症

等
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会

場
に
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
大
き
な
事
故
も
な
く
出
店

や
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

は
、
毎
年
様
々
な
企
業
や
団
体
・

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
あ
り
開
催

運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

最
後
に
暑
い
中
、
裏
方
で
尽
力

さ
れ
た
実
行
委
員
及
び
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

清梵寺（せいぼんじ）

　

原
地
区
に
は
現
在
、旧
東
海
道

の
南
側
に
七
つ
の
寺
が
あ
る
。

今
回
よ
り
原
の
寺
々
を
東
か
ら
西

へ
順
次
紹
介
す
る
。

得
萬
山 

清
梵
寺（
大
塚
） 

　
　

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
　
　
　
　

肥
田
英
臣  

住
職

本
尊
＝
観
世
音
菩
薩・地
蔵
菩
薩

開
山
＝
三
栄
和
尚 

「
お
地
蔵
さ
ん
の
由
来
」

　

約
千
二
百
年
位
前
の
延
暦
年
間
、

京
か
ら
安
房
の
国
に
帰
る
途
中
の

得
萬
長
者
は
当
地
に
来
た
時
、病

に
か
か
り
亡
く
な
り
、遺
言
で
大

き
な
塚（
墓・大
塚
の
由
来
）を
築

き
葬
ら
れ
た
。

　

妻
は
夫
の
死
を
知
り
、梵
貞
尼

と
名
乗
り
出
家
し
こ
の
地
に
来
て

網
元
の
家
で
休
ん
で
い
る
と
網
元

の
網
に
夫
が
日
夜
拝
ん
で
い
た
地

蔵
菩
薩
像
が
掛
っ
た
。網
元
は
心

打
た
れ
て
自
身
も
髪
を
剃
り
清
信

禅
居
士
と
名
を
改
め
、梵
貞
尼
と

共
に
お
堂（
寺
）を
建
て
地
蔵
菩
薩

像
を
祀
っ
た
。

　

寺
の
山
号
は
長
者
の
名
か
ら
得

萬
山
と
し
、寺
名
は
清
信・梵
貞
の

最
初
の
字
を
と
り
、清
梵
寺
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　

清
梵
寺
に
祀
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩

は
大
変
ご
利
益
あ
る
有
難
い
菩
薩

様
で「
原
の
お
地
蔵
さ
ん
」と
評
判

に
な
り
、地
域
・
近
隣
に
知
れ
渡
っ

た
。

　

祭
典
は
地
蔵
堂
前
で
七
月
の
海

の
日
に
行
わ
れ
大
変
賑
わ
う
。

　

当
日
、本
堂
内
に
白
隠
禅
師
画

で
有
名
な「
地
獄
極
楽
変
相
図
」

が
掲
げ
ら
れ
る
。

　

本
堂
内
の
金
色
に
輝
く
地
蔵
菩

薩
像（
木
像
）は
平
成
十
二
年
に
五

百
年
ぶ
り
に
修
復
さ
れ
た
。 

　

清
梵
寺
本
堂
入
口
に
は
白
隠
禅

師
筆
の﹇
願
王
閣
﹈の
扁
額
が
、本

堂
内
に
は
山
岡
鉄
舟
筆
の﹇
願
王

殿
﹈の
扁
額
が
掛
か
って
い
る
。

　

因
み
に﹇
願
王
﹈と
は
地
蔵
菩
薩

を
指
し
、﹇
閣
﹈は
建
物
を﹇
殿
﹈は

部
屋
を
指
す
。

                         

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

が
ん
の
う

か
く

で
ん

ち
な

原
・
浮
島

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

第
46回

戸
田

　 

港
ま
つ
り

第
44回

戸
田
支
部
会
開
催

-戸
田
の
新
し
い
お
祭
り
-

 

６
月
20
日
（
火
）
、
商
工
会
館

に
て
戸
田
支
部
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
深
瀬
新
理
事
の
挨
拶
を
は

じ
め
、
今
年
度
よ
り
赴
任
し
た
地

域
お
こ
し

協
力
隊
の

井
上
貴
博

氏
を
招
い

て
講
演
会

を
開
催
し
、

終
了
後
は

お
楽
し
み

抽
選
会
を

開
催
し
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

　

７
月
22
日
（
土
）
、
今
年
で
第

44
回
を
迎
え
る
戸
田
港
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
開
催
見
送
り
や
縮
小
開
催
を

経
て
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
す
。

観
測
史
上
最
も
暑
い
夏
と
世
界
各

地
で
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
も
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
青
年
部
主
催

の
「
海
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
」

が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
内
外
か
ら
子
供
の
部
に
５
組
、

一
般
の
部
に
８
組
の
参
加
が
あ
り

各
々
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
船
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に

沈
没
す
る
船
が
多
発
し
、
中
継
地

点
に
設
置
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
を
折

り
返
す
船
も
少
な
い
中
、
終
始
安

定
し
た
走
り
を
見
せ
た
子
供
の
部

の
「
か
に
や
光
徳
丸
」
と
一
般
の

部
「
磯
の
宿
峯
松
に
ト
マ
っ
ト

こ
！
号
」
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
沈
没
し
た
船
の
救

助
は
戸
田
に
移
住
さ
れ
た
方
に
よ

る
S
U
P
（
サ
ッ
プ

=

ボ
ー
ド
に

立
ち
パ
ド
ル
操
作
で
走
行
す
る
乗

り
物
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

に
ぎ
わ
い
広
場
に
て
行
わ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
戸
田
こ
ど
も
園

の
園
児
や
戸
田
小
中
一
貫
学
校
の

児
童
、
生
徒
に
よ
る
大
漁
踊
り
や

ソ
ー
ラ
ン
節
と
い
っ
た
踊
り
や
漁

師
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
素
晴
ら

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
復
活
し
た

海
上
花
火
大
会
。
山
に
囲
ま
れ
て

い
る
為
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火

の
音
が
反
響
す
る
の
が
戸
田
の
花

火
の
特
色
で
、
観
光
客
の
方
々
か

ら
も
好
評
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
も
関
係
各
所
か
ら

の
ご
協
力
、
地
区
内
外
か
ら
多
く

の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
お
祭
り

を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

様々な出店様々な出店白隠太鼓白隠太鼓ガラガラ抽選会ガラガラ抽選会ガラガラ抽選会SUPのデモンストレーションSUPのデモンストレーション

原・浮
島
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
へ
の
出
店

青
年
部

 

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
、
８
月

５
日
（
土
）
に
原
地
区
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第
46
回
原
・
浮

島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
に
わ
な

げ
で
出
店
し
ま
し
た
。
暑
い
１
日

で
し
た
が
、
原
支
所
青
年
部
の
部

員
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、

非
常
に
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

Head for Heda

 

７
月
１
日
（
土
）
、
タ

ゴ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
ホ
ス
テ

ル
の
運
営
会
社
が
主
体
と

な
り
、
地
域
に
よ
る
新
た

な
お
祭
り
「H

E
A
D 

F
O
R　
H
E
D
A

」
（
ヘ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ヘ
ダ
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
商
工
会
で
は
会
員
に
よ

る
出
店
を
担
当
し
ま
し
た
。
当
日

は
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

御
浜
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
域
資

源
の
発
信
と
地
元
愛
の
醸
成
を
図

る
取
組
に
今
後
も
期
待
で
す
。
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

８
月
5
日
、
第
46
回
原
・
浮
島

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
原
・
浮
島
の
自
治
会
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
商
工
会
に
よ
る

地
域
総
ぐ
る
み
の
夏
の
風
物
詩
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
令
和
２
年
・
３
年
が
中

止
と
な
り
、
令
和
４
年
も
時
間
を

短
縮
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
よ
う
や
く
１
日
を
通
し
て

の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症

等
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会

場
に
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
大
き
な
事
故
も
な
く
出
店

や
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

は
、
毎
年
様
々
な
企
業
や
団
体
・

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
あ
り
開
催

運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

最
後
に
暑
い
中
、
裏
方
で
尽
力

さ
れ
た
実
行
委
員
及
び
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

清梵寺（せいぼんじ）

　

原
地
区
に
は
現
在
、旧
東
海
道

の
南
側
に
七
つ
の
寺
が
あ
る
。

今
回
よ
り
原
の
寺
々
を
東
か
ら
西

へ
順
次
紹
介
す
る
。

得
萬
山 

清
梵
寺（
大
塚
） 

　
　

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
　
　
　
　

肥
田
英
臣  

住
職

本
尊
＝
観
世
音
菩
薩・地
蔵
菩
薩

開
山
＝
三
栄
和
尚 

「
お
地
蔵
さ
ん
の
由
来
」

　

約
千
二
百
年
位
前
の
延
暦
年
間
、

京
か
ら
安
房
の
国
に
帰
る
途
中
の

得
萬
長
者
は
当
地
に
来
た
時
、病

に
か
か
り
亡
く
な
り
、遺
言
で
大

き
な
塚（
墓・大
塚
の
由
来
）を
築

き
葬
ら
れ
た
。

　

妻
は
夫
の
死
を
知
り
、梵
貞
尼

と
名
乗
り
出
家
し
こ
の
地
に
来
て

網
元
の
家
で
休
ん
で
い
る
と
網
元

の
網
に
夫
が
日
夜
拝
ん
で
い
た
地

蔵
菩
薩
像
が
掛
っ
た
。網
元
は
心

打
た
れ
て
自
身
も
髪
を
剃
り
清
信

禅
居
士
と
名
を
改
め
、梵
貞
尼
と

共
に
お
堂（
寺
）を
建
て
地
蔵
菩
薩

像
を
祀
っ
た
。

　

寺
の
山
号
は
長
者
の
名
か
ら
得

萬
山
と
し
、寺
名
は
清
信・梵
貞
の

最
初
の
字
を
と
り
、清
梵
寺
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　

清
梵
寺
に
祀
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩

は
大
変
ご
利
益
あ
る
有
難
い
菩
薩

様
で「
原
の
お
地
蔵
さ
ん
」と
評
判

に
な
り
、地
域
・
近
隣
に
知
れ
渡
っ

た
。

　

祭
典
は
地
蔵
堂
前
で
七
月
の
海

の
日
に
行
わ
れ
大
変
賑
わ
う
。

　

当
日
、本
堂
内
に
白
隠
禅
師
画

で
有
名
な「
地
獄
極
楽
変
相
図
」

が
掲
げ
ら
れ
る
。

　

本
堂
内
の
金
色
に
輝
く
地
蔵
菩

薩
像（
木
像
）は
平
成
十
二
年
に
五

百
年
ぶ
り
に
修
復
さ
れ
た
。 

　

清
梵
寺
本
堂
入
口
に
は
白
隠
禅

師
筆
の﹇
願
王
閣
﹈の
扁
額
が
、本

堂
内
に
は
山
岡
鉄
舟
筆
の﹇
願
王

殿
﹈の
扁
額
が
掛
か
って
い
る
。

　

因
み
に﹇
願
王
﹈と
は
地
蔵
菩
薩

を
指
し
、﹇
閣
﹈は
建
物
を﹇
殿
﹈は

部
屋
を
指
す
。

                         

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

が
ん
の
う

か
く

で
ん

ち
な

原
・
浮
島

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

第
46回

戸
田

　 

港
ま
つ
り

第
44回

戸
田
支
部
会
開
催

-戸
田
の
新
し
い
お
祭
り
-

 

６
月
20
日
（
火
）
、
商
工
会
館

に
て
戸
田
支
部
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
深
瀬
新
理
事
の
挨
拶
を
は

じ
め
、
今
年
度
よ
り
赴
任
し
た
地

域
お
こ
し

協
力
隊
の

井
上
貴
博

氏
を
招
い

て
講
演
会

を
開
催
し
、

終
了
後
は

お
楽
し
み

抽
選
会
を

開
催
し
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

　

７
月
22
日
（
土
）
、
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第

44
回
を
迎
え
る
戸
田
港
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
開
催
見
送
り
や
縮
小
開
催
を

経
て
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
す
。

観
測
史
上
最
も
暑
い
夏
と
世
界
各

地
で
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
も
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
青
年
部
主
催

の
「
海
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
」

が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
内
外
か
ら
子
供
の
部
に
５
組
、

一
般
の
部
に
８
組
の
参
加
が
あ
り

各
々
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
船
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に

沈
没
す
る
船
が
多
発
し
、
中
継
地

点
に
設
置
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
を
折

り
返
す
船
も
少
な
い
中
、
終
始
安

定
し
た
走
り
を
見
せ
た
子
供
の
部

の
「
か
に
や
光
徳
丸
」
と
一
般
の

部
「
磯
の
宿
峯
松
に
ト
マ
っ
ト

こ
！
号
」
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
沈
没
し
た
船
の
救

助
は
戸
田
に
移
住
さ
れ
た
方
に
よ

る
S
U
P
（
サ
ッ
プ

=

ボ
ー
ド
に

立
ち
パ
ド
ル
操
作
で
走
行
す
る
乗

り
物
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

に
ぎ
わ
い
広
場
に
て
行
わ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
戸
田
こ
ど
も
園

の
園
児
や
戸
田
小
中
一
貫
学
校
の

児
童
、
生
徒
に
よ
る
大
漁
踊
り
や

ソ
ー
ラ
ン
節
と
い
っ
た
踊
り
や
漁

師
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
素
晴
ら

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
復
活
し
た

海
上
花
火
大
会
。
山
に
囲
ま
れ
て

い
る
為
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火

の
音
が
反
響
す
る
の
が
戸
田
の
花

火
の
特
色
で
、
観
光
客
の
方
々
か

ら
も
好
評
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
も
関
係
各
所
か
ら

の
ご
協
力
、
地
区
内
外
か
ら
多
く

の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
お
祭
り

を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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田
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（
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に
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地
区
セ
ン
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で
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催
さ
れ
た
「
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回
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・
浮
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ふ
る
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と
夏
ま
つ
り
」
に
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な
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で
出
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し
ま
し
た
。
暑
い
１
日

で
し
た
が
、
原
支
所
青
年
部
の
部

員
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、

非
常
に
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

Head for Heda

 

７
月
１
日
（
土
）
、
タ

ゴ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
ホ
ス
テ

ル
の
運
営
会
社
が
主
体
と

な
り
、
地
域
に
よ
る
新
た

な
お
祭
り
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E
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（
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ド
フ
ォ
ー
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ダ
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
商
工
会
で
は
会
員
に
よ

る
出
店
を
担
当
し
ま
し
た
。
当
日

は
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

御
浜
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
域
資

源
の
発
信
と
地
元
愛
の
醸
成
を
図

る
取
組
に
今
後
も
期
待
で
す
。
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高
齢
者
で
地
域
活
性
化
を

　

戸
田
地
区
は
令
和
４
年
９
月
現

在
の
高
齢
化
比
率
（
65
才
以
上
）

が
56
.
4
％
と
な
り
ま
し
た
。
65

歳
以
上
の
人
口
が
多
い
戸
田
地
区

に
は
70
歳
以
上
の
元
気
な
方
々
が

数
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
若
者

が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
70
歳
以

上
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
共
に

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

戸
田
地
区
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
は
、
体
力
の
維
持
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
の
交
流
や
笑
顔
の
創

出
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
く
る
ら
の
家
」
と
い
う
毎
週
水

曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
人
気
が
あ

り
、
交
流
の
場
と
し
て
地
域
の
絆

を
深
め
て
く
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

「
70
歳
は
ま
だ
若
い
」
と
考
え
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

参
加
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
経
験
と
知
恵

は
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
で

す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
財

産
を
地
域
の
未
来
の
た
め
に
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
よ
り
戸
田
地
区
に
お
住
ま

い
の
皆
様
に
、
住
民
参
加
型
・
住

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
『
戸
田

に
住
み
続
け
隊
、
笑（
え
）〜
ら
』

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
体
の

不
自
由
な
方
や
困
り
事
の
有
る
方

を
手
助
け
す
る
為
に
地
域
住
民
の

皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
「
ち
ょ
っ

と
お
て
つ
だ
い
」
が
で
き
る
様
な
、

会
員
制
の
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

最
後
に
、
戸
田
地
区
の
連
合
自

治
会
長
と
し
て
、
私
た
ち
の
地
域

を
よ
り
良
い
場
所
に
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
力
を

合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
よ
り
元
気
で
輝
か
し
い

未
来
を
築
く
た
め
に
、
皆
様
と
共

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

指
導
員
だ
よ
り

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　

   

ス
タ
ー
ト
秒
読
み
！

　

今
年
の
10
月
よ
り
、
い
よ
い
よ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
特
に
対
応
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
は
、
①
年
間
売
上
が
１

千
万
円
に
満
た
な
い
免
税
事
業
者

で
、
か
つ
、
②
事
業
者
を
相
手

（
Ｂ
to
Ｂ
）
に
ご
商
売
を
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の

登
録
申
請
を
税
務
署
へ
出
し
て
も
、

イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
が
届
く
ま
で
に

そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
よ
う

で
す
の
で
、
早
め
の
ご
対
応
を
お

す
す
め
し
ま
す
。　
　

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
詳
し
い
内

容
や
、
登
録
す
る
方
が
い
い
の
か

の
判
断
、
登
録
し
た
後
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
と
い
う
ご
相
談
は

商
工
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
商
工
会
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

し
ま
す
。
９
月
８
日
19
時
〜
と
、

９
月
15
日
14
時
半
〜
商
工
会
に
て

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

は
ど
ち
ら
の
日
で
も
同
じ
な
の
で
、

ご
都
合
の
つ
く
回
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
セ
ミ
ナ
ー
の
お
申
し
込
み

も
商
工
会
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　

               

指
導
員
S
Ｎ

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

辻
建
設
（
浮
島
）

　

辻
宗
孝   

建
設
業

㈱
按
献
舎
（
戸
田
）

　

阿
部
雅
子　

療
術
業

一
華
（
原
北
）

　

栗
田
ひ
ろ
み　

飲
食
業

環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
原
新
田
）

　

丹
羽
智   

一
般
廃
棄
物
収
集

               

運
搬
業

井
上
貴
博
（
戸
田
） 

不
動
産
業

Ｍ─

ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
（
浮
島
）

　

内
藤
正
臣　

教
育
業

伊
山
豊
実
（
原
北
）  

建
設
業

小
林
優
寿
（
大
塚
今
沢
） 

                       

不
動
産
業

①
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

従
業
員
20
名
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業

の
場
合
は
５
名
以
下
）
の
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社

等
の
役
員
の
方
が
廃
業
や
退
職
後

の
生
活
資
金
、
事
業
再
建
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

②
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

掛
金
は
、
全
額
が
「
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
、
課

税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

③
受
取
時
も
税
制
メ
リ
ッ
ト

共
済
金
の
受
取
は
、
一
括
受
取
の

場
合
は
「
退
職
所
得
扱
い
」
、
分

割
で
受
け
取
る
場
合
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

掛
金
は
、
月
１
，
０
０
０
円
か
ら

７
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由

に
設
定
が
可
能
で
、
加
入
後
も
い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

共
済
金
は
、
退
職
・
廃
業
時
等
に

受
取
り
が
可
能
で
す
。
満
期
や
満

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
納
付
し
た
掛
金

の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸

付
け
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
も

し
も
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
り

ま
す
。

　

小
規
模
企
業
共
済
へ
の
加
入
・

共
済
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

や
、
そ
の
他
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
沼
津
市
商
工
会

（
原
支
所
ま
た
は
戸
田
支
所
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

原・浮島ふるさと夏まつり（8/6）原・浮島ふるさと夏まつり（8/5）
オープニングセレモニー　投げもち大会オープニングセレモニー　投げもち大会

戸田港まつり（7/22）戸田港まつり（7/22）
海上花火大会海上花火大会

   

戸
田
地
区
連
合
自
治
会長

島 

勝

会
長
　

第19回

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
と
は
？

掛
金
に
つ
い
て

共
済
金
の
受
け
取
り
に
つ
い
て


